
 
● 平成 30 第１回定例会（予算議会での）行政とのやり取りと小松崎の要望事項の反映状況 ● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

② 災害時用公衆電話の設置  

（１）設置場所 避難所 275か所（市立学校 170、公民館 47、県立高

校 22、コミュニティセンター12、その他 24） 

（２）設置回線数 各避難所２回線（２回線 275か所 計 550回線） 

（３）通信規制を受けず、停電時でも無料で利用可能。 

※  電話機購入費は市が負担、1,600 万円の予算が成立。回線敷設工

事・回線の月額費用・災害時の通話料は NTT東日本が負担。 

① プール水を活用したマンホールトイレの整備⇒ 建設局が行うマンホールトイレ下部構造の整備(20か所)に合わせ、

組立式仮設トイレ(100基)、プール水を使用する際の発電機付き給水ポンプ(16台)・手押しポンプ(４台)及び夜間照

明用のＬＥＤランタン(100個)を整備する予定です。 なお、平成30年度当初予算額は、3,100万円で成立しました。 
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 ごあいさつ                                                         

千葉市では、競輪場・公園体育館・市役所庁舎・海辺の再整備等未来への投資が一斉

に始まります。私が提言していた5年位前から始めていれば、最低でも三越・パルコの撤

退を遅らす事が出来、また、建設も五輪前後に集中せず費用も高騰しなかったのでは…

と考え、残念でなりません。今号は平成30年度の予算を中心に、災害対策・防犯・駐輪

場・人材育成についての政策・提案事項・進捗状況もお知らせ致します。 

1.災害時避難所の対応が強化されます。   マンホールトイレのプール水を活用した整備と災害時公衆電話が設置されます。 

学校マンホールトイレ 

稲毛区整備状況（H20～Ｈ30） 
平成 20年から行ってきたマンホールトイレの整備ですが、
東日本大震災を踏まえて早期整備は喫緊の課題でした。し
かし、昨年度は 3か所しか整備出来ませんでした。そこで井
戸からの設置が困難な学校では、プールの水を活用する事
にしました。これにより更に整備を加速させていきます。 

 

2. 平坦な千葉市で自転車を活用した街づくり!!     民設自転車レーンについては異論もあるが、自転車の活用は有用!! 

 

     

Vol.87 

① 花見川緑地交通公園の機能強化 

民間連携により、高齢者・子供向け、貸出自転車の充実、シミュレーター設置など。交通

安全学習を体験できる場所を充実。花見川サイクリングロードに面した休憩所を整備。 

自転車レーン設置だけなされ、交通安全教育が置き去り、以前あった都町交通公園
が廃止になっていたので、交通安全教育の充実を図るためにも良かった。 

 

 

子どもに自転車の乗り方を教える場所が必要 

避難所ではマニュアルの簡素化・トイレ、水場の整備・連絡
手段の確保・熱源、電力の確保を重ねて要望してきました。 
災害時はガソリンの確保が困難になる。プロパンガスは復旧
が早く、国の補助も出る、発電・熱源ツールとしての活用と、
避難所運営マニュアルの簡素化を推進します。 
 

らずに、プールの水を活用する事にしました。 

② 駅以外でも駐輪場の整備を（未解決）⇒ 京成バス宮野木団地バス停脇駐輪場の状況
は目を覆うものがあります、違法駐輪しているのは近隣の方より、離れたところに
住んでいる利用者が多い。駐輪している更に外側の車道上に利用者が駐輪していま
す。ゴミの収集者が通れない、道路標示が見えない等の状況があります。 

駅付近だけではなく拠点的バスターミナルには公的駐輪場が必要、違法駐輪車両
の整理（撤去）を進めるためにも引き続き取り組みます！ 

 

 

 

区 年 名称  

稲毛区 

 

(13 か所) 

H23 千草台小  

H25 
宮野木小  

都賀小  

H26 
弥生小  

山王小  

H27 
稲丘小  

草野小  

H28 
園生小  

緑町小  

H29 千草台東小  

H30 

稲毛小  

小中台小  

轟町中  

 

 これでも整理後です！ 

全
国
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災害時の医療提供体制の充実を図るとともに、引き続き様々な災害に 

対応し得る病院の改修・機能強化の支援を図ること 
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〒263-0002千葉市稲毛区山王町 112-1 

電話：043-424-0001 FAX：043-421-6667 

E-mail:info＠2344.jp 

HP URL: 2344.jp 

開設時間【水・金】13:30-16:00 

（年末年始・ＧＷ・８月を除きます、 

不在時は小松崎本人の携帯に転送) 

お問合わせ・ご意見お待ちしております。 

3. 学校・自治会の防犯カメラ設置件数が拡充されます。    抑止力の強化!! 

4. 子育て支援について。   前回市営保育所の民間法人活用した再整備をお伝えしましたが、人材も不足しています!! 

 ① 保育士の育成・支援 

月額最大3万円の給与上乗せ、月額最大8万2千円の家賃補助。40万

円の就職準備金貸付・子弟の保育料の半額貸付・保育資格取得の総

額170万円の修学資金貸付(この貸付は一定期間千葉市の民間保育

園に勤務すると返還が免除になる)、過重労働防止策、研修充実等。 

② 保育士配置の規制緩和 

３歳未満児在籍の保育所・認定子ども園も１名に限り、看護師・ 

准看護師・保健士も保育士と扱うようになります。保健業務強化 

(医療的ケア児も対応)による保育の質の向上も期待されます。 

③ 学童ルームの民間活力による整備 

 放課後児童健全育成事業は、保護者が就労等で昼間家庭にいない 

小学生を対象に、授業が終わった後の遊び及び生活の場を提供し、 

児童の健全育成を図る事業で、本年から民間保育園や幼稚園が市 

に委託されて運営しています。 

④ 学童ルーム整備の拡充。右にある表の通り、整備が予定されています。 

 

保育園の増設や幼稚園から子ども園への移行で施設

整備での待機児童対策は行っているが、どの園でも市

保育人材が集まらない。対策の効果が期待される。 

防犯カメラは犯罪の抑止力になる。必要性の高い自治会では経費もかかるが、
設置する契機にはなった、学校の防犯カメラ設置は喫緊の課題!！ 
 

 

平成 30 年度子どもルーム整備予定 

5. 自治体病院を経営する千葉県の市議会議長会の会長として千葉県庁で県の支援体制強化を要望。          

  若潮ハイツマンション建替（千葉市美浜区） 

 

自治体病院はその成り立ちの性質上、不採算でも民間の病院が敬遠する診療科目を引き受けなければ 

ならない。国や県に要望し現在の診療報酬体系の改善や、県市間の負担と補助の比率改定が必要。 

 

斉藤高根木更津市議会議長、小川博之匝瑳 

市議会議長と共に千葉県に要望書を手渡す。 

自治会に防犯カメラを設置する場合、対象経費の1/2（1台あたりの上限は20万円）が補助さ 

れますが、29年度実績では、11団体30台分（予算ベース40台・800万円）でした。30年度は 

予算80台分・1,600万円の予算が成立しました。学校の防犯カメラも170校中70校（小学校 

の約30％、中学校の約80％）で設置されていますが、新たに10校に設置されます。 

採算率の低い診療科目が多く、自治体病院の経営は各市で厳しい… 

1、地域医療を支えていくための救急基幹センター、救命救急センターについて、 

各種補助金の充足など、運営の実態に見合った財政支援を行うこと 

2、ＮＩＣＵ（新生児集中治療室）長期入院患者の受入れ先、後方支援体制の整

備並びに周産期医療に対する補助制度の拡充を図ること 

3、千葉県総合計画や千葉県保健医療計画に基づき、医師・看護師の確保・定着

対策を推進させ、引き続き様々な対策を講じること 

4、災害時の医療提供体制の充実を図るとともに、引き続き様々な災害に対応し

得る病院の改修・機能強化の支援を図ること。 


